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次
の
点
が
気
に
な
り
ま
す
。 

①
外
国
人
労
働
者
の
ケ
ガ
が
多

い
。
②
派
遣
労
働
者
・
日
々
紹
介

労
働
者
の
ケ
ガ
が
多
い
。 

こ
の
２
点
に
共
通
す
る
の
は
、

ケ
ガ
を
し
た
労
働
者
が
そ
の
業
務

に
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な 

              

       

い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
作
業
に

つ
く
と
き
の
教
育
、
指
示
・
伝
達

が
事
故
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

③
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
（
不
注

意
）
に
よ
る
ケ
ガ
が
多
い
。 

手
指
の
ケ
ガ
が
目
立
ち
ま
す
。

ネ
ジ
が
刺
さ
っ
た
（
製
造
）、
エ 

             

ア
コ
ン
の
室
外
機
に
当
た
っ
た

（
建
設
）
、
調
理
中
に
熱
し
た
調

味
料
が
跳
ね
た
（
保
育
）
。 

そ
の
他
、
足
を
滑
ら
せ
た
は
ず

み
に
よ
る
ケ
ガ
、
手
に
持
っ
て
い

た
物
を
落
と
し
た
こ
と
に
よ
る
ケ

ガ
な
ど
。 

 

こ
の
よ
う
な
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ

―

（
人
間
特
性
に
よ
る
ミ
ス
）
を

な
く
す
に
は
、
事
故
か
ら
学
び
、 

〇
組
織
と
し
て
対
策
を
立
て
る 

〇
個
人
の
集
中
力
を
高
め
る 

〇
安
全
指
示
を
的
確
に
お
こ
な
う

こ
と
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。 

              

       

労
災
事
故
は
完
全
に
は
な
く
せ

ま
せ
ん
。
「
労
災
隠
し
」
に
つ
な

が
ら
な
い
よ
う
に
、
労
働
者
が
労

災
を
申
告
し
や
す
い
雰
囲
気
を
作

る
こ
と
も
重
要
に
な
り
ま
す
。 

 
 

労
災
事
故
が
起
こ
っ
た
ら
、
と

に
か
く
社
労
士
に
電
話
を
！ 

     

        

 
 

 
 

 
 

                            

熱中症にかからない対策を！ 
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社会保険労務士法人        
かわちの社労士事務所  
社会保険労務士 喜多裕明・喜多友里  

〒577-0012 東大阪市長田東 2-1-31-301 

T)06-6785-7133  F)06-6785-7133 

E-mail: info@kawachino.org 
URL: https://kawachino.org 

 労
災
事
故
多
く
な
い
で
す
か
？ 

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
な
く
す
に
は 

 

 

●熱中症は温度が低くても湿度が高いと発生 

●最初は軽症でも時間経過で重くなることも 

●体温調節機能が低い高年齢者は特に注意を 

●墜落・転倒災害も熱中症によるものが多い 

監査・運営指導立会日誌 
（介護・保育・障害福祉施設への行政等の調査立会） 

7 月 2 日  企業主導型保育園（東大阪市） 

7 月 12 日 就労継続支援 B 型事業所（泉南市） 

7 月 28 日 放課後デイサービス（東住吉区） 

8 月(予定) 訪問介護・就労継続支援 B 型（東大阪市） 

労
災
保
険
請
求
の
依
頼
が
増
え
て
い
ま
す
。
最
近
の 

労
災
事
故
に
は
、
い
く
つ
か
の
特
徴
が
み
ら
れ
ま
す
。 

 

熱
中
症
に
気
を
付
け
て 

く
れ
ぐ
れ
も 

 

ご
自
愛
く
だ
さ
い
。 

mailto:info@kawachino.org
https://kawachino.org


（２） 

      

昨
年
後
半
か
ら
次
の
様
な
審
査

請
求
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。 

１
障
害
年
金
３
級
決
定
に
不
服
、 

２
級
認
定
を
求
め
る 

２
障
害
年

金
不
支
給
決
定
に
不
服 

３
労
災

保
険
請
求
不
支
給
決
定
に
不
服 

◆
審
査
請
求
な
か
っ
た
こ
と
に
？ 

ケ
ー
ス
１
は
精
神
障
害
で
３
級

該
当
と
な
り
ま
し
た
が
、
診
断
書 

             

      

に
よ
る
点
数
は
「
等
級
決
定
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
の
２
級
相
当
。
①
診

断
書
の
障
害
の
状
態
の
記
述
が
不

十
分
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
②
幼

児
で
あ
る
子
ど
も
と
二
人
暮
ら
し

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
子
育
て
が
で

き
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
可
能
性

が
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
①
②
と
も
「
病
歴
・
就
労 

   

    
      

状
況
等
申
立
書
お
よ
び
別
紙
」
に

経
過
と
現
状
を
詳
細
に
記
述
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
診
断
書

の
記
述
だ
け
を
材
料
と
し
た
処
分

が
さ
れ
た
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

主
治
医
に
問
題
点
を
伝
え
て
診

断
書
を
再
作
成
し
て
も
ら
い
、
近

畿
厚
生
局
社
会
保
険
審
査
官
に
審

査
請
求
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

 

約
４
か
月
後
、
審
査
官
か
ら
社

労
士(

代
理
人)

に
「
現
処
分
を

『
２
級
該
当
』
に
変
更
し
ま
す
。

『
審
査
請
求
の
取
下
げ
』
を
し
て

く
だ
さ
い
」
と
電
話
が
。 

審
査
請
求
を
お
こ
な
っ
た
か
ら 

             

処
分
が
変
更
に
な
っ
た
の
に
、
厚

生
労
働
省
は
「
原
処
分
取
消
の
決

定
」
を
出
し
た
く
な
い
の
で
、
審

査
請
求
そ
の
も
の
を
な
か
っ
た
こ

と
に
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し
て
き

た
の
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

〇
「
ち
ょ
っ
と
違
和
感
」
を
感
じ

ま
し
た
が
、
相
談
者
の
希
望
を
叶

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ー
ケ
ー
ス
２
は
審
査
請
求
却
下
を

受
け
て
今
後
を
検
討
中
、
３
は
審

査
請
求
の
手
続
き
中
で
す
。 
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▼
「
退
職
代
行
」
に
関
す
る
会
社

か
ら
の
相
談
が
ち
ら
ほ
ら
と
。
代

行
業
者
、
弁
護
士
、
労
働
組
合
な

ど
か
ら
突
如
連
絡
が
来
て
面
食
ら

い
ま
す
が
、
ま
ず
は
冷
静
に
な
っ

て
対
処
す
る
こ
と
を
薦
め
ま
す
。 

▼
参
院
選
は
三
連
休
の
中
日
。
投

票
率
は
ま
ず
ま
ず
で
１８
・
１９
歳

は
４１
％
で
し
た
。
筆
者
は
大
学
入

学
と
同
時
に
政
治
に
関
心
を
持
ち

「
投
票
で
き
た
ら
な
あ
」
と
考
え

て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。 

編

集

後

記 

●いのうえひさし原案、こまつ座上演作品の

映画化といえば「父と暮らせば」を思い起こ

します。「母と暮らせば」（映画が先、舞台は

後）と合わせて、「こまつ座・命の三部作」

第２作の初の映画化作品です。 
●主役の２人、堤真一と山田裕貴の熱演が光

りました。戦後８０年の夏、絶賛上映中のた

め、ストーリーには触れません。実話を基に

描かれたと聞き、筆者が中学生の頃、南の島

から帰還された横井さん、小野田さんを連想

しました。「それにしても、沖縄で？ガジュ

マルの木の上に２年間も？食料はどうしたの

か？」と次々と疑問が沸いてきました。 
●本作は戦闘シーンも多い戦争映画ですが、

それ以外にも多くのテーマを描いています。 
沖縄出身の平一紘（たいらかずひろ）監督（35）

は、次の様に語っています。 
「元になった舞台作品は沖縄戦を描くだけで

なく、２人の葛藤や悩み、それらをユーモア

で包み込むようなエンターテインメント作品

でした。これなら（沖縄戦について『向き合

ってこなかった』）僕にも挑戦できるかもし

れないと思いました」 
本作を見てほしいのは「戦争映画を見たくな

い人」だといいます。「戦争映画の悲しみや

苦しみを避けてきた人っていると思います。

僕もその１人でした。本作は２人の人間のサ

バイバルドラマでもあり、ユーモアあふれる

ヒューマンドラマでもある。悲喜こもごも、

いろんな感情が渦巻く映画になっています」 
●その言葉通りの作品でした。平日夜の映画

館、客席に女子高生コンビを発見。きっと

平監督の思いが伝わったことでしょう。 

だから映画はおもしろい 
ｖol.6３ 

 

 木の上の軍隊 
              （2025 年、日本） 

審
査
請
求
で
権
利
の
救
済 

障
害
年
金
３
級
か
ら
２
級
に 

※ 

ケ
ー
ス
１
の
審
査
請
求
は 

実
際
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
を
モ
デ

ル
に
し
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。 


